








目的 

母親の育児行動について考えてゆく時、それぞれの母親が自分の子供に何を望むかという

“発達期待"は、1つの重要な研究課題である。なぜならば、母親たちにとってこの“発達

期待"とは育児における 1つの目標であり、この目標を達成するために母親は子供への働き

かけや育児方針を定めると考えられるからである。母親が子供に失望するのは、発達期待

像とわが子の姿が大きくかけはなれていることを発見する時である。また逆に子供を誇ら

しく思うのは理想の子供像をわが子の中に見い出した時である。これに伴って母親は子供

を叱ったり、ほめたり.子供と話し合ったり,共に喜んだりする。こうした母親の子供への

働きかけを方向づける規準が“発達期待"なのである。 

このような観点に基づき本研究は、母親たちが自分の子供にどんな性格的傾向を期待する

のかについて検討した。ここでは、自分の子供に対して「どんな子供であってほしいか」

という“良い子観"と、「どんな子供であってほしくないか」という“悪い子観"の問題をあ

つかった。 

さて、良い子観・悪い子観と一口に言っても母親によってその内容は様々である。しかし

個々の母親がそれぞれに全くユニークな意見を持っているというわけではなく、それはい

くつかのタイプに分けられるはずである。そこで、本研究の第1の目的は母親たちが心に

いだく良い子観と悪い子観をタイプ分けすることである。つまり、発達期待を類型化して

みようというわけである。 

第 2の目的は上記のような良い子観・悪い子観を規定する母親の要因について検討するこ

とである。母親の学歴・性格などの諸変数が良い子観・悪い子観の内容とどう結びついて

いるのかを調べ、発達期待の形成について若干の資料を得たかったからである。以上、本

研究の目的をまとめると次のようになろう。母親の持つ発達期待の個人差に注目し、①発

達期待の構造を検討しタイプ分けを試ることと、②その構造を規定する母親側の要因につ

いて検討することである。 


